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高齢者向けスマホハンドブック完成！ 

～市シルバー人材センター「ＩＣＴ班」が作成～ 
 

福島市シルバー人材センターＩＣＴ班がデジタルサポートデスクでの対応経験を活かし、

日常生活の中ですぐに手に取ってもらえるような高齢者目線のスマホハンドブックを作成

しました。今後は、老人クラブ会員等への配付やハンドブックを活用した講座を行っていき

ます。 
 

記 

 

１．ハンドブックの概要 

（１）仕様：Ａ５サイズ、１２頁、中綴じ 

（２）発行部数：１０，０００部 

（３）内容：安心・安全な使い方、ＬＩＮＥの友だち追加、GoogleMapの使い方 など 

 

２．ハンドブックの主な特徴 

（１）毎週水曜日に相談対応しているデジタルサポートデスクの経験を活かして、相談の多 

い項目を中心にピックアップ。 

例：ＬＩＮＥの操作方法（友だち追加・ＬＩＮＥ通話・写真送信）、 

ＱＲコードの読み取り方、文字の入力方法 など 

（２）スマホ特有の言葉ではなく、高齢者に伝わりやすい言葉で説明。 

例：「タップ」→「タッチ」 

「スワイプ」→「タッチしながらスライドさせる」など 

（３）見やすく・読みやすくするため、スマホの操作画面や文字を大きくし、操作手順を端 

的に説明。 

 

３．今後の予定 

（１）ハンドブックは、作成に携わったシルバー人材センターＩＣＴ班から老人クラブ会員 

へ４月以降に贈呈予定。 

（２）各老人クラブの要望に応じ、ハンドブックをテキストにしながら講座を実施予定。 

（３）ハンドブックデータは、市ホームページで公開。 

（どなたでも自由にダウンロードしご活用ください）。 

 

【参考情報】 

福島市シルバー人材センターＩＣＴ班 

  ・設立：令和４年４月（令和４年９月から活動スタート） 

  ・班員：２０人（６５歳～７９歳）【男性１３人、女性７人】（令和６年２月現在） 

      ※設立当初１４人【男性１０人、女性４人】から６人増。 

担当：デジタル推進課 デジタル推進係 

   課長 目黒  係長 菅野(すげの) 

   電話 ０２４－５７２－３９４３(直通) 



毎週水曜日に相談対応しているデジタルサポートデスクの経験を
活かして、相談の多い項目を中心にピックアップ。
・ＬＩＮＥの操作方法（友だち追加・ＬＩＮＥ通話・写真送信）
・ＱＲコードの読み取り方 ・文字の入力方法 など

特徴１

見やすく・読みやすくするため、スマホの

操作画面や文字を大きくし、
操作手順を端的に説明。

スマホ特有の言葉ではなく、

高齢者に伝わりやすい言葉で説明。
「タップ」→「タッチ」
「スワイプ」→「タッチしながらスライドさせる」など

特徴２

特徴３

概要 〇仕様：Ａ５サイズ、１２頁、中綴じ 〇発行部数：１０，０００部
〇内容：安心・安全な使い方、ＬＩＮＥの友だち追加、GoogleMapの使い方 など



デジタルのお悩みはふくしまデジタルサポートデスクをご利用ください！

●場所・曜日 ●定員
市役所本庁…毎週水曜日 １日５名 予約優先制
アオウゼ…毎週金曜日
６地区 …５月下旬から各地区月１回程度開設

（清水・北信・飯坂・松川・信夫・吾妻）

ハンドブックを作成した

シルバー人材センターＩＣＴ班

今後の予定

作成に携わったシルバー人材センターＩＣＴ班
から老人クラブ会員へ４月以降に贈呈予定。
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２.各老人クラブの要望に応じ、ハンドブックを
テキストにしながら講座を実施予定。

スマホ
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３.ハンドブックデータは市ホームページで公開
（どなたでも自由にダウンロードしご活用ください）


